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「 …… 昨夜、 陸上で 妙な 話 を 聞いて 来たんで すがね。 

今度お 雇いに なった あの 伊那 一郎って 小僧です ね。 あ 

の 小僧 は 有名な 難船 小僧って いう 曰く 附 きの 代物 だ つ 

て、 皆、 云って ます ぜ」 

お- 0- じ うかが 

俺 はそう 云い さして チヨ ッ クラ 船長の 顔色 を 窺 つ 

てみ たが、 何の 反応 も 無い。 相 も 変らず 茶色の 謎 語 像 

みたい にプ ッスリ している。 無 愛 相の 標本 だ。 

「あの 小僧が 乗組んだ 船 は キット 沈 むんだ そうです。 

アイ ィ ナ けと う ふ る 

I . IN A つて 聞く と 毛唐の 高級 船員なん か慄ぇ 上る 

ん だそう です。 乗ったら 最後 どんな 船で も 沈める つて 

ん でね。 …… だから 今度 はこの アラスカ 丸が 危 えつ 



にあの 小僧が 乗った 船で、 沈まない 船 は 一艘 も 無 いん 

チヤ I タ 

だそう です。 初めて あの 小僧 を 欧州 航路に 雇傭した 郵 

船の バイ カル 丸が、 ジブ ラル タルで 独逸の U 何 号 かに 

ャ キイ 乇 く 

魚雷 を 喰わされた 話 は 誰でも 知っている でしよう。 そ 

ん 時に 漂流 端 舟 に 這い 上って ハンカチ を 振った のが 

彼 小僧の SOS の 振出し だそう です がね。 …… それ か 

ら 第一 ー丹洋 丸が スコ タラ 沖で ェ ムデン に アツ パ— カツ 

トを 喰わされた 時 も、 あの 小僧 は 丁度、 新式 救命 機の 

着込み 方の モデルに されて いたと ころ だ つたそう で、 

そのまん ま 飛込んで 助かつ ちまつ たんだ そうです。 … 

…まあ 運の 良い 奴と いえば いえましょう が、 彼 4 僧の 



運が^い たんびに 船 全体の 運命が メチ ヤメ チヤになる 

ん だから 敵いません。 …… まだ 他に も 二三 艘、 大きな 

やつ 

船 を 沈めて いるんだ そうです が、 そんなに 大きな 船で 

なくと も、 チ ヨット 乗った 木 葉 船で も 間違いな く 沈め 

るつ てんで、 迚も 凄 がられて いるんで す。 早い話が 房 

がよ しらさぎ 

州 通いの 白鷺 丸に チヨ ィと 乗組んだ と 思う と、 直ぐに 

けとう おとも 

横 須賀の 水雷艇と 衝突させる。 毛唐の 重役の 随伴 をし 

て ブライト スタ— 石油 社の 超 速 自働艇 に 乗る と 羽田 沖 

とんぼ 

で 筋 斗 返り を 打た せる といった 調子で、 どこへ 行って 

も 泣きの 涙の 三 りんぼう 扱いに されて いるう ちに、 運 

よく 神 戸で ェ ム プレス . チャイナ 号の A クラス • ボ ー 



ィに 紛れ込んで 知らん顔 をして 上海まで 来た。 そいつ 

を、 どこかで 伊那の 顔 を 見識って いた 毛唐の 一等 船客 

が 発見して、 あの 小僧と 一所なら 船 を 降りる と 云って 

めんくら 

騒ぎ 出した。 そこで 今度 は 事務長が 面 喰って、 早速 小 

僧を逐 出しに かかった が、 小僧が なかなか 降りようと 

しない。 食堂の 柱へ 嚙り 付いて 泣き叫ぶ 奴 を、 下級 船 

ピストル パイプ つきつ 

員が 寄って たかって、 拳銃 や 鉄棒 を 突 付けて へ トへト 

になる まで 小突き まわして、 泥棒 猫で も逐ぃ 出す よう 

にして 桟橋へ たたき 出して しまった。 そこで 小僧 はェ 

ュ ニフォ— ム いのちからがら バスケット 

ム プレス . チャイナの 給仕 服の まま 生命 辛々 の 手提籠 

ひと つ 

一 個 を 抱えて 税関の 石垣の 上で ワイ ワイ 泣いて いるの 



を、 チャイナ 号の 向い合わせに 繋留って いた アラスカ 

丸の 船長 …… 貴下が 発見て 拾い上げた …… チャイナ 号 

つらあて な 

へ 面 当みたい に 小僧の 頭 を 撫でて、 慰め 慰め 拾い上げ 

おか のみや 

て 行った …… という 話なん です。 現在、 陸上で は 酒場 

、かね やつ ら さわ うわ さ 

でも 税関で も 海員の 奴等が 寄ると触ると その 噂ば つ 

もちき おりじ 、-ゎ 

かりで 持 切って ます ぜ。 アラスカ 丸の 船長 はそんな 曰 

く 因縁、 故事来歴 附の 小僧 だって 事 を、 知って 拾った 

ん だか …… どう だかつ てんでね。 非道い 奴 は アラスカ 

丸が 日本に 着く までに 沈む か、 沈まない かって 賭 をし 

ている 奴なん か 居 るんで すぜ」 

きみら 

俺 は 元来 デリ ケ— トに 出来た 人間 じ やない。 君 等み 



かわりもの のりくみ 

くら 変 者 だ つ て そんな 無鉄砲な 酔狂 をして 乗組員 を 

腐らせる ような 1^ 鹿で も あんめえ。 あの 小僧の 曰く 因 

ちげ 

縁、 故事来歴 を 知ら ねえから 平気 で 雇った に 違え ね え 

んだ。 悪い 事 あ 云わね えから 早く 船長に 話して、 あの 

小僧 を 降しても らいな。 多人数の 云う 事 あ 聴い とく も 

きっと 

んだ。 あとで 必定 後悔す る もんだ から …… てな 事 を 

みんな 

皆して 色々 云う もんです からね …… ハ ハ ハ …… 」 

船長の 表情 は 依然として 動かない。 渋紙 色の 仮面が、 

頭の 上の 青空に 凍り付い たように 動かない。 無表情 も 

きちがい 

ここまで 来る と少々 精神 異状 者 じみて 来る。 俺 は 思い 

切り ブッ カルよう に 云った。 



うち 

「今の 中に 降し ちゃ つ たら どうです」 

船長の 左の 眼の 下に ピク ピクと 皺が 寄った。 同時に 

片目 を 半分 ほど 細く して、 唇の 片隅 を 上の 方へ 歪めた。 

これが この 船長の 笑い顔なん だが、 知らない 人間が 見 

たら とても 笑い顔と は 思えない。 単なる 渋紙の 痙攣と 

しか 見えないだろう。 

「郵船 名物の S • o • s . BOY だろう」 

しゃが まゆ 

と 船長が 嗄れた 声で プッ スリと 云った。 同時に 眉 

ほつ くびすじ 

の 間と 頰ぺタ の 頸筋 近くに、 新しい 皴が 二三 本 ギュ— 

と 寄った。 冷笑して いるの だ。 

「ェ へッ、 知って るんで すか。 貴方 も ：：： 」 



「へ ェ。 それで …… 下さな いんです か」 

船長が 片目 を 静かに 閉じたり 開いたり した。 それ か 

けむ ましょうめん 

らネ ー ビ ー . カットの 煙 を 私の 顔の 真正面に 吹き付け 

た。 

r …… 迷信 だよ …… 」 

「それ あそうでしょう けどね。 迷信 は 迷信で しょうけ 

どね」 

「ムフ ムフ。 ナン セン 小僧 を ノンセンス 小僧に 切り 変 

え るんだ。 迷信が 勝つ か。 俺達の 動かす 器械が 勝つ か 

だ」 

「つまり 一 種の 実験です ね」 



じ やろ。 あの S • o . S 小僧が 颱風 や、 竜巻 や、 暗礁 

を この 船の 前途に 招 寄せる 魔力 を 持つ ちょる 事が、 合 

理 的に 証明 出来る チウなら タッタ 今でも あの 小僧 を 降 

す」 

「 」 

「元来、 物理、 化学で 固まった 地球の 表面 を、 物理、 

化学で 固めた 船で 走 るん じ やろ。 それが 信じられん 奴 

は …… 君 や 僕が 運用す る 数理 計算が 当てに ならん ナン 

テ いう 奴 は、 最初から 船に 乗らん が宜 え」 

いちごん めんぼく 

俺 は ギュ— と 参って しまった。 一言ない …… 面目な 

い …… と 思 つ て 残念ながら 頭 を 下げた。 



たま 

「ムフ ムフ。 シッ カリし 給え。 オイ オイ 伊那 一郎 …… 

S • o • S …… ハ ハハ。 ここ だ ここ だ …… 上つ ち 来い」 

おやじ 

船長 を 探す らしく 巨大な バナナ を 抱えて 船長室 を 

かけだ こども おやじ 

龃 出して 行く 青 服 の 少年 を 船長 は 手招き し て 呼び上げ 

チベット つきつ 

た。 俺が 買って 来た 西 蔵 紅茶の 箱 を、 鼻の 先に 突 付け 

て 命令した。 

「 ザ J れを 船長室 へ 持って て 蒸留水で 入れち くれい。 

地獄の 親方と 一 所に 飲む けに ナ」 

しんちゅう ふだ ドア 

「CAPTAIN」 と 真鍮 札 を 打った 扉 を 開く と 強 

烈な 酸類、 アルカリ 類、 オゾン、 アル コ オルの 異臭が 

う あつ ガラスばり ォ— クざ い 

ムラ ムラと 顔を撲 つ。 その 中に 厚 硝子 張、 樫 材の固 



いな ひど 

する 憎しみが …… 否、 恐怖が、 予想外に 酷い のに 驚い 

お- P じ 

た。 船長が 是非とも あの 小僧 を 乗組 ませる と 云 うんな 

らこ つちで も 量 見が ある …… と いうので 大変な 鼻息 だ _ 

水夫 連中 は 沖へ 出 次第に 小僧 を 餌に して 鱔を 釣る と 

ボ イラ つっこ 

云って いるそう だし、 機関室の 連中 は 汽罐に 突 込んで 

石炭の 足しに す るんだ と 云つ てフ ゥフゥ 云って いる。 

海員 なんても の は コンナ 事になる と 妙に 調子付いて 面 

白 半分に ドンナ 無茶で も 遣り かねないから 困る がね。 

む ► ^ きず か ね 

現に 水夫の 中で も 兄い 分の 「向う 疵の 兼」 が わざわざ 

まし ご ね 

鉄 梯子 を 降りて、 俺に 談判 を 捻じ 込んで 来た 位 だ。 

「向う 疵の 兼」 というの は 恐ろしい 出歯 だから 一 名 



「出歯 兼」 ともいう。 クリク リ 坊主の 額が 脳天から 二 

くいつ きずあと まゆ 

つに 割れて、 又 喰 付き合った 創痕が、 眉の 間へ グッと 

でばぼうちょう くわ 

切れ込んで いるんだ。 そいつが 出刃包丁 を啣 えた 女の 

なまくび ほりもの も も 

生首の 刺青の 上に、 俺達の 太股ぐ らい ある 真黒な 腕 を 

ね i こ、 おろ で ま 

組んで、 俺の 寝台に ドッ カリと 腰 を 卸して 出 ッ歯を 

グッ と剝き 出した もんだ。 

「チ ヨットお 邪魔 ァ します が 親方 ァ。 今、 船長の 処へ 

行って 来たんで がしょう。 親方 ァ」 

「ゥ ン。 行って 来たよ。 それが どうしたい」 

おやじ 

「すみませんが 船長が あの 小僧の 事 を 何と 云って たか 

聞かして おくん なさい。 …… わつ しゃ 親方が 船長に 何 



機関室へ 落し 込んでも、 只 はおかない 連中で あるが… 

o 

ともしび いのち 

そんな 訳で、 風前の 燈 火み たような 小僧の 生命 を 乗 

せた アラスカ 丸が、 無事に 上海 を 出た。 ど 

ころ か 時化 一 つ 喰わずに 門 司 を 抜けて 神 戸に 着いた。 

おやじ nl ス つめ 

それから 船長 一 流の 冒険 だが 六 時間の 航程 を 節約る た 

なると トン 

めに、 鳴戸の 瀬戸の 渦巻 を 七 千噸の 巨体で 一 気に 突 

切って、 御本尊の S • o • s . BOY を慄ぇ 上がらせ 

ながら 平気の 平 左で 横 浜に 着いて しまった。 

横 浜で 印 S 綿花と 南洋材 を 全部 上げて しまう と、 今 



りの 紅茶 を 飲みながら コンナ 話 をした。 

「今度 は 霧が 早く 来たよう だね」 

「すぐ 近くに 氷山が プカプカ やって いるん じ やねえ か 

な。 霧が 恐ろしく 濃い よう だが …… 」 

さむす 

「そういえば 少し 寒 過ぎる よう だ。 コ ンナ 時には ウイ 

スキ— 紅茶に 限る て …… 」 

「紅茶で 思い出し たが ァノ s . o . S の 伊那 一 郎は船 

おろ 

長が 降し たんです か」 

船長 は 木像の ように 表情 を剛 ばらせた。 無言の まま 

頭 を 軽く 左右に 振った。 

「おかしい な。 横 浜 以来 姿が 見えません ぜ」 



と 騒ぎ まわる 連中 も 居た が、 そんな 事で はいつ でも 

むこ きず かね 

先に 立つ 例の 向う 疵の 兼が、 この 時に 限って 妙に 落 付 

いて、 

「居る もんけ え。 飲まず 食わず で コンナ 船の 中へ 居れ 

る もんじ やねえ ちたら。 逃げたん だよ」 

みんな 

と 皆 を 制した ので ソレッキ リ 探そうと する 者 もな 

みんな 

かった。 しかし、 それでも 伊那 少年の 行方 は 妙に 皆 

の 気に かかって しまった らしく、 狭い 廊下 や、 デッキ 

のぞ 

の 片隅 を 行く 船員の 眼 はと もす ると 暗い 処を視 きま 

わ つ て 行く ようで あ つ た。 

ま ，19 ま ，19 

船 を 包む 霧 は 益々 深く 暗くな つて 来た。 



モウ 横 浜 を 出てから 十六 日 目 だから、 大圏 コ —スで 

三千 gr 近く は 来て いる。 ソロ ソロ 舵 を E • S • E に 取 

ら なければ …… とか 何とか 船長と 運転手が 話し合って 

いるが、 俺 はどう も、 そんなに 進んで いるよう な 気が 

しなかった。 しかも その 割りに 石炭の 減りよう が 烈し 

いように 思った。 これ は 要するに 俺の 腹 加減で 永年の 

経験から 来た 微妙な 感じに 過ぎない の だが、 それでも 

用心の ために 警笛 を 吹く 度数 を 半分から 三分の 一 に 減 

ノット エコノミカル スピ ー ド 

らして もらった。 同時に 一時間 八 浬の 経済 速度の 

半 運転 を、 モウ 一 つ 半分に 落した もの だから、 七千噸 

の 巨体が 蟻の 匍うよう にし か 進まな か つ た。 



白 令 海 へ 這 入 つち やつたん だ」 

おやじ はん ま や 

「間抜けめ え。 船長が ソン ナ半 間な 処へ船 を 遣る もん 

け大」 

「駄目 だよ。 船長に はもう ケ チが附 いてんだ よ。 S . 

o . S 小僧に 祟られ てんだ」 

「でも 小僧 は モウ 居ね え つ てんじゃ ねえ か」 

おやじ 

「居る ともよ。 船長が どこかに 隠して やが るんだ。 夜 

のぞ 

中に 船長室 を視 いたら シッ カリ 抱き合つ て 寝て た つ て 

いう ぜ」 

「ゲ エツ。 ホン トウけ え」 

まったく 力 カン 

「 …… 真実 だよ …… まだ 驚く 話が あるんだ。 主 厨の 話 



だが ね、 あの s . o • S 小僧って な 女 だってい ぅぜ。 

…… おめえ 川 島 芳子ッ てえ 女 知らね え か」 

「知らね えね。 〇〇 女優だろう」 

けとう 

「ゥン …… あんな 女 だってい ぅぜ。 毛唐の 船長なん か、 

よく そんな 女をボ ー ィに 仕立てて 飼って るつ て 話 だぜ。 

ねだ ハ くいもの わ 

寝台の 下の 箱に 入れと くんだ そうだ。 自分の 喰 物を領 

けて ね」 

「フ ゥン。 そういえば 理窟が わかる ような 気 もす る。 

ちず 

女なら s . o . S に 違えね え」 

ふなだま さま 

「だからよ。 この 船の 船霊 様ァ、 もう トツ クの 昔に 

t 肉 つち や つ てるんだ」 



「ああ^だ 嫌 だ。 俺ァ ゾォッ としち やった」 

「だからよ。 船員 は 小僧 を 見 付 次第 タタ キ 殺して 

ふなだま さまき よ かま 

船霊 様を浄 める つて 云つ てんだ。 汽罐へ プチ 込め や あ 

五分 間で 灰 も 残らね え つ てんだ」 

「おやじの 量 見が 知れね えな」 

「ナァ ニョ。 S.O-S なんて 迷信 だって 機関長に 云つ 

てんだ そうだ。 俺の 計算に、 迷信が 這 入って ると 思う 

か つ て 機関長に 喰って かかつ たんだ そうだ」 

「機関長 は 何と 云った」 

「へ ェ エツて 引き 退って 来たんだ そうだ」 

「ダ ラシが ねえな。 みんなと 一 所に^ を 降りち まう 



ぞ つて 威 かしゃ あいい のに」 

おやじ ほうもつ 

「駄目 だよ。 ゥチの 船長 は 会社の 宝物 だからな。 チッ 

さま ぐれ 

ト ぐれえ の気紛 なら 会社の 方で 大目に見 るに きま つ て 

いる。 船員 だって 船長が 桟橋に 立って 片手 を 揚げれ や 

百 や 一 一 百 は 集まって 来 るんだ」 

「それ あそう かも 知れね え」 

バンク ー バ めろう 

「だからよ。 晚香坡 に 着いて つから S • o • S の 女郎 

をヒョ ッコリ 甲板に 立た せて、 ドンナ もんだい。 無事 

に 着いた じ やねえ かってんで、 コチ トラ を 初め、 今 ま 

で 怖が つ ていた 毛唐 連中 を ギヤ フンと 喰らわせ ようつ 

つもり 

て 心算 じ やねえ かよ」 



「フ ゥン。 タチ がよくね えな。 事に よりけ り だ。 コチ 

トラ 生命が け じ やねえ か」 

おやじ 

「まったく だよ。 船長 は ソン ナ 事が 好きなん だから 

な」 

おやじ 

「機関長 も 船長に はぺ コぺ コだ からな」 

「ゥム ゥム。 この 塩梅 じ やど こへ 持って かれる かわか 

ら ねえ」 

「まったく だ。 計算に ケチが 付かね えで も、 ァ タマに 

ケチが 付け あ、 仕事に 狂いが 来る の あ、 おんな じ 事 じ や 

ねえ かな」 

「そうだと もよ。 スンデ の 事に タッタ 今 だって、 S. 



o . s だ つ たじえ ねえ か」 

「ああ。 いや だい や だ … … ペッペ ッ … … 」 

メイン マス 卜 

コンナ 会話 を 主 檣の 蔭で 聞いた 俺 は、 何ともい え 

ない 腐った 気持に なって、 霧の 中 を 機関室へ 降りて 

行った。 … … こ れが 迷信と いう もの だか どう だか 知ら 

のうむ とざ 

ない が、 自分の 頭の 中まで 濃霧に 鎖され たような 気に 

な つ て …… 。 

それから 三 日ば かりした 真夜中から、 波濤 の 音が 急 

に 違って 来たので 眼が 醒めた。 アラスカ 沿岸 を 洗う 暖 

流に 乗り込ん だの だ …… と 思った ので ホッ として 万年 



きんじょ 

ちょうど そこいらと 思う 近処へ ゥ ッスリ 見えた からな- 

すぐに 曇った よう だが、 モウ こっちの もんだ よ」 

「ァハ ハハ。 S.O.S はどうしたい」 

「どっかへ フッ 飛ん じ やつたい。 船長 は 晚香坡 から 鮭 

と 蟹 を 積んで 桑 港から 布 哇へ廻 わって 帰 るんだ つて 二 

コ 二 コ してる ぜ」 

「安心した ァ。 お休みい …… 」 

「布哇 で クリスマス だよ ォォ —— だ …… 」 

「勝手に しゃがれ ェ ェ …… ェ …… だ …… 」 

「ァ ハァハ ァハァ ハァハ …… 」 

ところが こうした 愉快な 会話が、 霧が 晴れる と 同時 



ろしい 恰好の 聖 エリアスが 直ぐ 鼻の 先に 浮き 上る。 

文句な しに 手が 届きそう に 見える。 これ は、 空気が 徹 

底 的に 乾燥して いるから、 そんなに 近くに 見え るんだ 

が 、 水蒸気 の 多い 日本から 行く と 特別に ソン ナ 感じが 

す るんだ。 望遠鏡で 靦 いても チット も 霞んで 見えない。 

山腹 を^う 蟻まで 見え やしまい かと 思う くらい ハ ツキ 

リと 岩の 角々 が 太陽に 輝いて いる …… と 思う 間に、 そ 

まつ さかお と くろけむり 

の 大山 脈の 絶頂から 真逆 落しに 七 千噸の 巨体が 黒煙 

を 棚引かせて ヒり 落ちる。 スキ ー の 感じと ソッ クリだ 

ね。 高い 高い 波の 横っ腹に 引き 残して 来る 推進器の 泡 

をジ イツと 振り返って いると、 七千噸 の^ 体が 千噸ぐ 



らいに しか 感じられ なくな つ て 来る。 

…… と 思う うちに、 やがて 谷底へ 落ち 付いた 一刹那、 

次の 波の 横っ腹に 艦首 を 突 込んで ドン イイ インと 七噸 

から 十噸 ぐら い の 波に 艦首の 甲板 をタ タキ 付けられる。 

グ ー ンと 沈んで 甲板 を ザ ァザァ ザァと 洗われながら 次 

の 大山 脈の ド テツ 腹へ 潜り込む。 何しろ 船 脚が ギッシ 

リと 重い の だから 一度、 大きな 波に たたかれ ると 容易 

に 浮き 上らない。 船室と いう 船室の 窓が、 青い、 水 族 

とざ パ， I テ カル 

館みたい な 波の 底の 光線に 鎖され たま ま、 堅 板 や、 

内 竜骨が、 水圧で もって …… キ イツ …… キ イツ …… キ 

シキ シキシ キシと 鳴る の を 聞いて いると、 それだけの 



スト レングス + ォブ . マテ リャ ルス 

水圧 を 勘定に 入れた、 材料 強弱 の 公式 一 点 張 

リで 出来 上 つてい る 船体 だと わかり 切って いても 決し 

ていい 心持ち はしない。 そのうちに ャット 波の 絶頂 ま 

で 登り詰めて ホットし たと 思う 束の間に、 又も スク 

しおけむ リ まきた 

リュウ を了ソ キリ 空転 さして、 潮煙 を 捲 立てながら、 

文字通り 千 扨の 谷底へ 真逆 落し だ。 これ を 一 日のう ち 

に 何千 回 か 何 万 回 か 繰 返す と、 機関室の 寝床に ジッと 

寝転んで いても、 へ トへト に 疲れて 来る。 

「オイ オイ。 機関長 か …… 」 

船長室から 電話が かかる。 

「僕です。 何 か 用です か」 



あく 

降ったり、 シ ー ソ ー を 繰り返して 翌る 朝の 薄明り に 

ふね きの う 

なって みると、 不思議な 事に 船体 は、 昨日の 朝の 通り 

聖 エリアスと フェア • ゥェザ ー の 中間に 船首 を 固定 

きのう 

さしてい る。 昨日から 固定して いたんだ か、 夜の 間に 

逆戻りし たんだ かわからない。 

「どうしたんだ」 

「シッ カリし ろ」 

とか 何とか 運転手と 文句 を 云い 合って いるう ちに、 

きのう 

昨日の 朝の 通りの 白い 太陽が ギラ ギラと 出て 来た。 空 

気が 乾燥して いるから 岸の 形が ハツ キリして いる。 山 

腹 を^う 蟻 の 影法師 ま で 見え そうで ある。 



「 …… 妙です ねえ。 今度ば かり は …… 変 テコな 事ば か 

リぉ 眼に かかる じ やないで すか」 

「あの 小僧 を 乗せた せいじゃ ないかな。 チ ヨットで も 

…：- J 

ひとりごと 

と 一 等 運転手が ョ ロケながら 独 言 のように 云った。 

あおじろ こ せき ばら 

蒼白い、 剛ゎ ばった 顔 をして …… 俺 は 強く 咳払い をし 

た。 

「ェ ヘン。 そうか も 知れね え。 しかし 最早 船に は 居ね 

え 害 だからな」 

船長 は 何も 云わなかった。 苦い 苦い 顔 をした まま 十 

八 倍の 双眼鏡 を聖 エリアスに 向けた。 



きまず 

三人 は そのまま 気 拙い 思い をして 別れた が、 それ か 

ら第 三日 目の 朝に なっても、 依然として フェア • ゥェ 

ザ— と セント. エリアスが 真正面に 見えた 時には、 

流石の 俺 も、 ジ イイ— ンと 痺れ 上る ような 不思議 を、 

脳髄の 中心に 感じた。 同時に 何ともい えない 神秘的な 

気持に なって、 胸が ドキ ドキ した 事 を 告白す る。 自分 

の 魂が、 船体と 一 所に、 どうに もなら ない 不可思議な 

力に ガッシ リと摑 まれて いるよう な 気がした からだ。 

こわ チ— フメ — ト 

石の ように 固ば つた 俺と、 一等 運転手と、 船長の 顔 

が モウ 一度、 船長室で ブッ カリ 合った。 



一等 運転手 も 眼 を 白く して コック リと 首肯いた。 同 

時に 一 層 青白くな りながら 白い 唇 を 動かした。 

「 …… 何 か …… あの 小僧の 持物で も …… 船に …… 残つ 

てい るん じ や …… ないで しょうか」 

船長 は 片目 をつ むって、 唇 を 歪めて 冷笑した。 しか 

ま 力お 力 力 

し 一等 運転手 は 真顔に なって、 真剣に 腰 を 屈めながら、 

のぞ 

船長室 内の そこ、 ここ を視 きま わり 初めた。 おしまい 

セ だ- , 

に は 船長と 俺が 腰 を かけて いる 寝台まで も 抱え 上げて 

視 いたが、 寝台の 下に は 独逸 や 仏蘭西の 科学雑誌が 一 

パイに 詰まって いる キリであった。 ボ ー ィの スリッパ 

さえ 発見 出来なかった。 



とうとう 船 全体が、 動かす 事の 出来ない 迷信に 囚ゎ 

れて、 スッ カリ 震え上がらせられて しまった。 乗組員 

めっき みんな 

の 眼 付 は 皆 ォド ォドと 震えて いた。 

…… 船が 動かない …… S • o . S 小僧の 祟り だ …… _ 

晴れ渡った 青い 青い 空、 澄み渡った 太陽。 静かな、 

つ へきぎょく おおなみ 

切れる ような 冷めたい 風の 中で、 碧玉の ような 大濤 

に 揺られな がらの 海難 …… 。 

…… 行け ども 行け ども 涯て しのない 海難 …… S . 

o . S の 無電 を 打つ 理由 もない 海難 …… 理由の わから 

ない …… 前代未聞の 海難 …… 。 

「サ アサ ァ。 みんな 文句 云う ところ ァ ねえ、 在りった 



す み みんな か ま 

けの 石炭 を 悉皆、 汽罐に プチ 込 むんだ。 それで 足りな 

け あ 船底の 木綿の 卷荷を プチ 込 むんだ。 それでも 足り 

かま は 

なけ あ 俺から 先に 汽罐の 中へ 匍い 込 むんだ。 ハ ハハ。 

サ アサ ァ。 みんな 石炭 運び だ 石炭 運び だ …… 」 

事実 石炭 は 最早、 残りが イクラ も 無かった の だ。 

は ま つみこ 

横 浜で 積 込んだ 時の 苦労 を 逆に 繰返して、 飛んでも な 

い 遠方から 掘り出す ようにし いしい、 機関室へ 拾い 集 

める ので あつたが、 その 作業 を 初める と 間もなく、 

残 炭 を 下検分に 廻 わった 二等 機関士の チヤ プリン 髭が、 

俺の 部屋へ 転がり込ん で 来た。 

「 …… タ …… 大変です。 S • o • S の 死骸が 見つかり 



ました」 

「ナ 二。 S • o • S …… 伊那の 死骸が か …… 」 

「ェ ェ。 そうなんです …… ああ 驚いた。 ちょっと その 

水 を 一 パイ。 ああた まらね え」 

「サァ 飲め。 意気地 無し。 どこに 在つ たんだ」 

うしろ 

「ああ 驚い ちゃった。 料理 部屋の 背面なん です。 あす 

この 石炭の 山の 上に ェム プレス • チャイナの 青い 金 

モ ー ル服を 着た まん ま 半 腐りの 骸骨に な つ て 寝て いた 

ん です。 ィガ栗 頭の 恰好が あいつに 違いな いんです 

が」 

「骸骨 9 」 



ん だから ここで 片付けた 方が 早道 だ。 男 だか 女 だか 殺 

し てから 検査た 方が 早道 だと 思 つち やった ところへ、 

血 だらけの 口 をした s . o • S の 野郎が、 私の 横ッ面 

へ 喰い 切った 肉 を パッと 吹つ かけて 「悪魔」 とか 何と 

か 悪態 を 吐き やが つたんで …… i 前の 悪魔 は 棚へ 上げ 

やが つてね。 …… おまけに 後で 船長に 告訴け て やる 

から …… とか 何とか 吐か しゃがつ たんで ィョ ィョ 助け 

ておけな いと 思って、 首ッ玉 をギュ ー ッと …… まった 

くなんで …… へ ェ …… 」 

「非道い 事 をす るな あ。 そんで 女だった かい」 

「 …… それが その …… 野郎なん で …… 」 



「プ ッ。 馬鹿 だな あ。 それから どうしたい」 

ほ 

「それつ きりで さ。 …… ゥ ンザリ しちやって 放ったら 

かして 来ち やつたん です」 

な ぜ ま. う 

「何故 海に 投り 込まね え」 

「それが 誰に も 見つから ねえよう に 放り込みたかった 

ダン ブロ あにき 

んで …… 親方 や 機関室の 兄貴 達に も 申し訳ね えし、 お 

まけに 上海で、 あっしが 談判に 行った 時に 船長が 入 

歯をガ チガチ さして、 こんな 事 を 云つ たんです。 あの 

小僧 をタ タキ 殺す のに 文句 はない が …… 」 

「チ ヨット 待って くれ。 たたき 殺す のに 文句 はない つ 

て 云つ たんだね」 



「そうなんで …… しかし 死骸 は 勿論、 髪の毛 一 本で も 

外へ 持ち出したら 只 はおかない ぞッ …… てね。 そう 

お， P じ にら 

云って 船長に 白眼み 付けられた 時に や、 あっし ゃゾッ 

としました ぜ。 あんな 気味の 悪い 面ァ 初めてお 眼に か 

かったんで …… へ ェ …… まったく なんで …… 」 

「フ— ム。 妙な 事 を 云った もんだ な」 

「そう 云つ たんで …… 何だか わからね えけ ども …… 万 

一見 付かって 首に なつち や 詰まらね え。 事によると あ 

ちょう あ かな 

の 二 挺 の パチンコで 穴 を 明けられ ちゃ 叶わね えと 

思って、 そのまん まにしと いたんです。 まったくなん 

です」 



来い。 船長に は 俺が 行って 話 を 付けて やる」 

「へ エツ。 本当です かい 親方 ァ」 

「同じ 事 を 一 一度た あ 云わね え」 

r …… ありが …… ありがとう 御座ん す。 すぐに 片付け 

ます。 …… ああ サッ パリした」 

「馬鹿野郎 …… 片付けてから サッ パリし ろ」 

コ ッ どうなか まふた 

兼 は S • o • S の 金モ— ルの 骸骨 を 胴中から 真 一 一 つ 

に スコップで たたき 截 つて、 大きな バケツ 二 杯に 詰め 

て 出て 来た。 甲板に 出て 生命 綱に 摑 まり 摑 まり 二つの 

バケツ を 海の 上へ 投げ出し たが、 その 骨の 一片が、 波 

にぶつ かって、 又、 兼の 足元へ 跳ね返って 来た 時、 兼 



は 真青に な つ て その 骨 を引摑 むと 危 く ッンノ メリな 

、、ゝ ) 、 

力ら 

なむ あみだぶ つ 

「南無阿弥陀仏 ッ …… 」 

と 遠く へ 投げた。 

それ は 兼の 一 生 懸命の 震え 上った 念仏ら しかった が、 

とても その 恰好が 滑稽だった ので、 見て いた 俺 はたつ 

た 一 人で 腹 を 抱えさせられた。 

アラスカ 丸 は、 それから 何の 故障 もな くス ラスラと 

パ ンク I パ 

晚香坡 へ 着いた。 

同じ 波の 上 を、 同じ スピ— ドで …… 馬鹿馬鹿しい 話 

だが、 まったく なんだ。 



ズラリ と 並んで いようと いう ところまで、 やっと 

漕ぎ 付けたん だが ね。 文字通りに …… 。 

その 桟橋の 上に 群がって いる 人間 は、 五日 ほど 遅れ 

て 着いた アラスカ 丸 を どうした のかと 気づかって、 待 

ちかね ていた 連中なん だ。 

ま ね こ 

「s • o • S の 野郎 …… 骸骨に なって まで 祟り やが つ 

たんだ ナ …… 」 

おやじ だしぬけ いれば 

船長が 突然に 振 返って 俺の 顔 を 見た。 白い 義歯 を 一 

む ものすご こうしょう 

ぱいに 剝き 出して 物凄く 哄笑 した もんだ。 

「ァ ハハ ハハ。 ィャ …… 面白い 実験だった ね。 やつば 

リ 理外の理って 奴 は、 ある もんかな あ …… タハ ハハ。 
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